
策
と
法
―
民
主
化
改
革
下
の
移
住
労
働
者
法

運
用
と
「
人
権
」
概
念
普
及
の
課
題
」（
奧

島
美
夏
）
で
は
、
送
出
国
と
し
て
の
存
在
が

大
き
い
同
国
の
労
働
者
保
護
の
た
め
の
法
改

正
を
詳
細
に
分
析
し
、
そ
の
効
果
と
限
界
を

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
労
働
者
自
身
の
人
権
概
念

の
展
開
と
と
も
に
論
じ
る
。
第
三
章
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
労
働
者
送
り
出
し
政
策
と
法
―
東

ア
ジ
ア
最
大
の
送
出
国
の
経
験
と
展
望
」（
知

花
い
づ
み
）
で
は
、
伝
統
的
に
移
民
労
働
者

の
送
り
出
し
を
国
家
政
策
と
し
て
き
た
同
国

の
制
度
に
つ
い
て
、
と
く
に
日
比
間
の
移
動

に
着
目
し
て
論
じ
る
。
第
四
章
「
タ
イ
に
お

け
る
移
民
労
働
者
の
受
け
入
れ
政
策
の
現
状

と
課
題
―
メ
コ
ン
地
域
の
中
心
と
し
て
」（
山

田
美
和
）
で
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
労
働

者
の
送
出
国
で
も
あ
り
受
入
国
で
も
あ
る
タ

イ
の
受
入
国
と
し
て
の
政
策
に
着
目
し
、
移

民
労
働
者
に
対
す
る
暫
定
的
な
施
策
で
は
な

く
長
期
的
政
策
の
必
要
性
を
論
じ
る
。
第
五

章
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
国
際
労
働
移
動

―
「
失
踪
」
問
題
と
労
働
者
送
り
出
し
・
受

け
入
れ
制
度
」（
石
塚
二
葉
）
で
は
、
ベ
ト

ナ
ム
政
府
に
と
っ
て
海
外
労
働
者
派
遣
の
主

要
な
課
題
で
あ
る
労
働
者
の
失
踪
問
題
に
着

目
し
、
主
な
受
け
入
れ
先
で
あ
る
日
本
と
韓

国
の
制
度
と
の
相
互
関
係
を
論
じ
る
。
第
六

章
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
移
民
労
働
者
政
策
―
新

興
送
出
国
の
制
度
づ
く
り
と
課
題
」（
初
鹿

野
直
美
）
で
は
、
同
国
か
ら
送
り
出
さ
れ
る

労
働
者
に
つ
い
て
、
受
入
国
と
の
合
意
に
も

と
づ
い
た
正
規
ル
ー
ト
に
焦
点
を
あ
て
、
正

規
ル
ー
ト
が
あ
り
な
が
ら
も
そ
れ
が
使
わ
れ

よ
る
労
働
移
動
の
制
度

構
築
が
活
発
に
な
さ
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
同

時
に
共
通
の
問
題
点

は
、
各
国
の
移
民
労
働

者
政
策
が
移
民
労
働
者

を
期
間
限
定
の
一
時
的

な
労
働
力
で
あ
る
こ
と

を
前
提
と
す
る
ゆ
え
に
、
移
民
労
働
者
の
人

権
や
厚
生
の
観
点
か
ら
そ
の
是
非
が
問
わ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

序
章
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の
移
民
労
働
者

政
策
の
多
様
性
、
移
民
労
働
者
を
め
ぐ
る
国

際
的
お
よ
び
地
域
的
枠
組
み
を
概
観
し
、
二

国
間
合
意
・
斡
旋
業
者
・
非
正
規
移
民
と
い

う
共
通
の
問
題
点
、
移
民
労
働
者
政
策
と
人

身
取
引
対
策
の
関
係
性
を
論
じ
る
。
問
題
意

識
を
共
有
す
る
各
章
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
第
一
章
「
中
国
の
労
働
者
送
り
出
し
政

策
と
法
―
対
外
労
働
輸
出
の
管
理
を
中
心

に
」（
小
林
昌
之
）
で
は
、
中
国
政
府
が
労

働
輸
出
と
し
て
管
理
し
て
い
る
対
外
工
事
請

負
と
対
外
労
務
協
力
に
焦
点
を
あ
て
、
な
か

で
も
上
位
受
入
国
で
あ
る
日
本
と
の
関
係
に

着
目
し
、
受
入
国
の
市
民
社
会
が
送
出
国
の

制
度
に
も
影
響
を
与
え
る
と
論
じ
る
。
第
二

章
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
労
働
者
送
り
出
し
政

東
ア
ジ
ア
が
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
を
中
心
に
自
由
貿

易
協
定
で
繋
が
り
つ
つ

あ
る
現
在
、
経
済
的
相

互
依
存
の
高
ま
り
と
同

時
に
労
働
力
の
需
要
と

供
給
に
お
け
る
相
互
依

存
が
高
ま
り
、
そ
の
労

働
力
市
場
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
移
民
労
働
に
関
す
る
東
ア
ジ
ア

各
国
の
法
制
度
お
よ
び
政
策
を
分
析
し
、
共

通
の
問
題
点
を
抽
出
し
、
そ
し
て
共
通
の
課

題
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
経
済
圏
の
形
成
に
お

け
る
人
の
移
動
、
な
か
で
も
低
熟
練
労
働
者

お
よ
び
非
熟
練
労
働
者
に
関
す
る
法
制
度
の

共
通
基
盤
を
構
築
す
る
可
能
性
を
探
る
。
各

章
で
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
と

り
あ
げ
る
。

東
ア
ジ
ア
各
国
は
多
様
な
移
民
労
働
者
に

関
す
る
政
策
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
制
度

や
実
態
を
精
査
す
る
と
、
多
く
の
共
通
点
が

見
い
だ
せ
る
。
そ
れ
は
、
労
働
力
の
移
動
に

つ
い
て
、
送
出
国
と
受
入
国
の
二
国
間
で
覚

書
を
締
結
し
た
り
、
受
入
国
に
よ
る
特
定
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
労
働
者
の
送
出
国
を
指
定
し

た
り
な
ど
、
多
国
間
で
は
な
く
、
二
国
間
に

ず
に
問
題
が
生
じ
る
制
度
的
理
由
を
分
析
す

る
。
第
七
章
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
外
国
人

雇
用
法
制
の
考
察
」（
今
泉
慎
也
）
で
は
、

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
主
要
な
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
先
で
あ
る
韓
国
、台
湾
、マ
レ
ー

シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
お
よ
び
香
港
の
法
的

枠
組
み
を
概
観
し
、
外
国
人
雇
用
の
問
題
は

受
入
国
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
影
響

す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

さ
て
日
本
政
府
は
、
こ
の
四
月
に
「
外
国

人
技
能
実
習
制
度
」
に
つ
い
て
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
建
設
業
で
の
人
手

不
足
を
補
う
た
め
、
受
け
入
れ
期
間
の
現
行

三
年
か
ら
五
年
へ
の
延
長
を
緊
急
措
置
と
し

て
決
定
、
さ
ら
に
六
月
に
は
法
務
大
臣
の
懇

談
会
が
制
度
の
見
直
し
に
関
し
、
期
間
延
長

や
業
種
拡
大
、
受
け
入
れ
先
の
監
視
強
化
を

盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を
ま
と
め
た
と
い
う
。

東
ア
ジ
ア
市
場
な
し
に
存
在
し
な
い
日
本

は
、
国
内
の
労
働
現
場
に
多
く
の
外
国
人
を

受
け
入
れ
な
が
ら
、
け
し
て
そ
れ
を
労
働
者

受
け
入
れ
と
呼
ば
な
い
「
外
国
人
技
能
実
習

制
度
」
を
い
ま
だ
有
し
て
い
る
。
日
本
の
制

度
が
い
か
に
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
か
ら

異
質
で
あ
る
か
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済

連
携
を
強
め
よ
う
と
す
る
日
本
は
、
そ
の
移

民
労
働
者
に
関
す
る
政
策
の
あ
り
方
こ
そ
が

問
わ
れ
て
い
る
。
本
書
が
そ
の
議
論
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
や
ま
だ　

み
わ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

法
・
制
度
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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